
Title 経済学原理四分法の弁（上）
Sub Title
Author 三邊, 金蔵

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1918

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.12, No.1 (1918. ) ,p.59- 75 
JaLC DOI 10.14991/001.19180100-0059
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19180100-

0059

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


站

十

ニ

卷

(

:̂
八

.

)

論

說

.

米

切

手
 

幣〗

0|
£
. 
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丄
V

各
、之
を
受
理
せ
ず
ビ
い
上
に
あ
ぅ
き
。

3

れ
ば
寶
曆
。明
和
兩
度
の
取
締
に

X

り
、爾
後
空
米
切 

字
：は

一

切
市
場

k ;

其

の

影

を

絕

，り

べ

き

#

と
な
れ

空
米
切
手
の
取
締
を
嚴

«

に
，ず

.

る
は

®

る
可
な
れ
ど
％
、之
ビ
同
時
に
正
米
妨
手
の
％

1

を 

閉
寒

.
せ
，
ば
、米
惯
の
下
落
金
融
の
妨
害

.
と
な
る
や
必
せ
ぅ

C

實
際
寶
曆
年
間
は
空
米
切
字
.市
場 

に
横
行
せ
る
を
以
て
へ
正
米
切

^

を
所
有
せ
る
者
は
不
安
を
感
七
て
之
を
賣
急
ぎ
た
る
形
迹
ぁ

.
 

I
. 

_

に
於

-
て
藤
_

は
米
切
手

0

:

通
用
を
保
瞪
し
®
手
所
有
者
及
び
質
取
主
公
事
出
入
に
て 

吟
映
中

/
a

P

ど
も
、切
手
は
妨
無
く
通
用
す
ベ
：し
。
若
し
切
手
所
有
者
又
ば
質
取
主
罪

? :
'

得
て
、
 

家
财
を
闕
所
に
隨
せ
ら
る

/V

も
、其
の
罪
妻
子

R

關
係
な
く
ば
、切
手
は
妻
子
に
赐
ょ
る
べ
し
。
 

吟
味
中
家
財
に
封
印
，を
施
ず
こ
と
あ
る
も
、切
手
は
封
印
外
に
し
て
、通
用
勝
手
左
る
ベ
し
ヾ

」

せ 

り
此
の
保
瞪
の
此
で

^

I

る
は
，明

和

：二

年

八

月

の

'事

ĉ
p

レ

が
、制
：定
t

時
正

米

•
«合

米

共

1; 

ち
に

1

匁
の
騰
貴
を
來
し

^

i

ど
ぃ
へ
ば
、如
何
に
人
心
に
慰
安
を
與
へ
し
か
を
知
る
ベ
ぐ
、其 

の
後
安
永
ニ
年

(

|

セ七三
>

文
化
十
，ニ
年

(
1

八

I

i

政
元
年

(

一八玉四

)

の
三
同
ま
で
も
、之
と
同

. 

一
«
 

r

叉
は
同

1

文
1

B

.
を
反
複
公
布
し
た
る
を
以
て
見
れ
ば
、此
の
特
典
は
發

_

以
後
慕
宋
に
至
る

.
 

^

，で

W

餘
年
を
通
じ
て
米
切
年

に
與
へ
へ
ら
れ
た
る
保
證

^
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ふ
ベ

し
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■:
經
.濟
原
理
の
內
一
容

.を
生
產
、交
換
、分

SB
、激

«

の
.'
四
部
門
に
分
ち
て
論
究
し
行
ぐ
、斯
學
從
來
の 

取
®

方
に

,

し
で
ば

M

^
一：部
學
者

|!
9
-に
M

«
ぁ
■ヶ
て

魄
に
昭
歡
の
間
に
此
舊
套
ょ

-
c
v
g
a
 

し
て
、自
家
獨
得
の
；結
構
ぉ
浏
始
せ
ん
と
、

g

た
る
學
莕
す
ら
在
り
た
る
有
欉
な

6

し
が
、此
傾
向 

は
近
來

R

至
&
 V

®

ら
に

一

層
典
勢
を
加
へ
來
れ
る
も
の
、
如
く
に
し
て
、是
が
先
頭
に
立
つ 

'學
老
：中
に
は
、公

.然

11
5
1
^
婊
の

#

_
な
る
所
以
を
喝
破
し
て
、明
さ

.ま
に
是
が
廢
棄

ir
促
す
の
滕 

»

に
.さ

へ

出

：づ

：
る

；
考

ぁ

，

.そ

：に_
 

の
學

v
j

し

て
.の
性
質
に
關
す
る
學
者
の 

M

解
漸
く
變
化
し
つ
、
ぁ
る
其
自
然
の
結
果
に
外
な
ら
ず

.し
て
、其
主
張
の
根

*

R
ば
、
&

ら
K
 

自
；身

&

藤

史

を

有

し

、其
：自_

0
理
由
を
；有
ず
、る
辦
す
可

§

な
れ
ば
、
悉
く

之
に
反
對
せ
ん
は
、

l a 

ょ
-

^1

個
の
無
謀
に
，し
て
、菩
人
の
此
處
に
敢
て
せ
ん

^

す
る
と
こ
ろ
に
ぁ

&

ず
。
否

S

^
此 

m
十
1
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四
分
法
の
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箜

號

.

§

處
.に
之
を
敢
て
せ
ん
と
欲
：せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、吾
人
本
來
の
見
地
ょ
ぅ
す
れ
ば
、親
ら
令
亦

2
,
 

同
じ
思
潮
に
浮

.び
、同
じ
方
向
に
竿

^

し
行
か
ん
こ
そ
、寧
ろ

.至
赏
に
し
て

*

て
又
た
其
*
志
ビ 

i

る
所
な
れ
と

n'
f-n

aて
可
な
る
が
如
く
信
ず
る
次

'第
な
れ
ど
も
#

し
四
分
法
に
對
す
る
見
解 

其
も
の
に
绝

6

て
«
、ニ
槪
に
此
れ
が
非
理
を
鳴
ら
す
人
々
ビ
歡
を
同
ふ
し
て

I

ぅ
■
き
も
の 

あ
る
が
如
し

,0

.因
て
今

®

ぐ
身
を
四

分

法
論
者

の

侧

に
.

f

て
、試
み
に
.郸
ら
其
意
義
を
勘
ふ 

る
こ

V

J
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可
し
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.
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:
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；

說
行
論
の
：順
一
序
，上
，先

づ

四

分

法

攻

擊

論

に

聽

く

ど

こ

ろ

な
か
る
可
か
ら
ず
ビ
し
て
、最
初 

R

福
田
敎
授

.の
'言
を
：借

用

し

來

る

之

v
j

友
の
如
し
。

こ
れ(

四
分
法)

は
：誠

に

節

單

.明»
で
覺
為

®:
ぃ
の
で
生
産
、交
換
分

配

消

f

し
て
パ

C
れ
で
經 

濟
學
を
識
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

(

十
略)

。
四
項
に
分
け
其
一
々
に
#
ぃ
て
節
單
な
原
理 

原
則
を
設
け
て
說
き
ま
す
。
そ
れ
を

.一

度
覺
灸

V
居
れ
ば
何
に
で
も
當
篏
ま
る
と
*
す
の 

で

す

K

略)

此
れ
は
®
た

,̂
榣
で
ぁ
、

ま
す
け
れ
ど
も
實
際
の
'，事
實
に
當
«
め
る
ミ
い 

ふ
ビ
必
し
も
當
ら
な

s

乙
と
が
起
る
を
免
れ
ま
せ
ん
。

(

中
略)
。
然
る
を
强
ひ
て
四
分
す
る

の
ば
無
理
で
：あ
ぅ
ま
す
。

內
容
の
上
か
ら
赏
つ
て
も
生
產
、交
換
、分

配
、消

薇
と
い
ふ

K
=
>

■■何

處

力

ら

货

く
 

..力
S

た
■
疑
は
し

.

.い

.

の
で
ぁ

6

圭
す
。

(

^

略)

。
例
を
擊
げ
て

*

せ
ば
、米
は

W
 

®

力
先
つ

ff
i

®

:5
r

薛
3

ま
す
を
れ
か
ら
肥
刺
を
や
つ
た
ぅ
水
を
や

o

た

<
o
v

勞
力
^
こ
れ
に 

施
1

て
乙
れ
が
段
々
生
張
し
て
稻
が
出
來
：ます
、出
來
左
稲
は
こ
れ
を
对
取

6

、对
取
つ
た

®
 

の
穆
を
取

6

、を
し
て

.

得
^

来
が
玄
米
で

S

米
攸
白
米
に
し
ま
す
、何
れ
も
段
々
價

1 S

5 :
增
し 

.て
行
く
の
で
す
。
稱
鄉
か
ら

&

米
に

S

つ
た
の
は
價
値
が
大
變
增
し
た
次
第
で
す

C

此
白 

米
を

M

3 ?

の：あ
る

.
都
會
の
地
に
持
つ
て
來

y

問
屋
に
卸
し
ま
す
、乙
れ
も
亦

/
a

價
値
を
增
す 

所
以
で
す
。

'

田
舍
，に
あ
つ

-

て
賣
れ
な
い
も
の
が
都
會
に
持
つ
て

*

て
喪
れ
る
の
は

f s

値
が 

增
し
た

.
の
.で

.：

す
。
‘

其
か
ら
又
た
小
資
屋
に
行
き
ま
す
と
亦

- ®

値

を

增

し

ま

す

。

小

賣

屋

，か 

ら
貢
つ

- X

我
冷
 

'の
0

所
.に
«
ぎ
込
ん
だ
米
は
米
の
儘
で
は
ま
だ
我
々
の
用
に
は
足
り
ま
せ 

ふ
。
.

.

米
'

ば
淘
が
な
け
れ

«

な
ら
ぬ
炊
か
な
け
れ

i
ば
な
ぅ
ま
せ
ん
。
炊
い
た
米
は
こ
れ
を
お 

.鉢
の
中
に
入
れ
次
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、あ
鉢
の
中
に
入
れ
た
だ
け
で
は
ま
だ
用
に
な
ら
ぬ
、茶
碗 

，に

0

ら
な
け
れ
ば
な
ら

g
、

盛
つ
た
飯
は

^

で

乙

れ

?:
運

ば

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

、連

ん

だ

も

の 

は
3 1

ら

U

嚙
ま
な
け
：れ
ば

.

な
ら
ぬ
、

1®

ん
だ
物
を

«

下
七
て
、そ
れ
で
始
め
て
我
々
の
身
體
を

笛十

】

i
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養

ふ

, 0

で
す
。：
抑
峰
西
姓
が
種
親
を

a

い
て
か
ら
我
々
が
を
れ
を
嘯
办
迄
悉
べ
價
値
を
增 

し

て

狩

く
1

本
道
あ
る

: 0

み
で
す
タ

(

中
*

。
故

'̂
泚

意

味

か

ら

串

せ

ば

我

々

の

爲

す

所

は 

.悉

く

喈

生

遨
- ^

あ
办
ま
す
？

百
姓
i

■米

屋
4

生
避
、裏

淅

で

飯
?:

炊
く

所

の

人

も

生

產

、こ
れ 

を
«

む

- 0

も
.
生
遽
で
あ
る
‘
_

で
す
0

乃
.
力
そ
れ
で
は
生
產
、

交
換
、
分
配
、消

®

ミ
分
け
た
の
は
何
に
名
な

6

«

乙

と

,^

な
$

ま
す
。
 

を
こ
で

通
®

で
は
、米
屋
逛
凇
生
避
、米
屋
か
ら
こ
れ
を
質
つ
て
難
て
歌
々
の
一
家
の
經
濟
に 

入
抓
介

時
に
^

生
違
で
著

<
 

な
つ
て

'f t
_

つ
て
反
對

. K

消

衆
だ

こ
レ

«

し
嗳
す
。

?

略)

。

さ 

ラ

す
る

:i
^

«

^
言
a

销
费

v
j

言

び
，何

か

を
；
に
人
爲
的
に
定
め

*

區
別
の
標
鹛
が
な

' 

け 

れ

- 0

芬
P

ま

せ
ん

0

■ »

事
a

. #

か
6

見
机

: «
'

®

別
は
な
く
段
々

®

値
? :

增
し
て
居
る
の

で 

す
傷
遨
は
此
處
で
此
つ
て
ビ
れ
如

:£
>

先
は
消

*

だ
と
申
す
限
界
點

.
が
な
付

4

ば
：な

>

ま
. 

,

ん
。
所
が
乘
苗
利
梳
の
學
蔣

; »

此
問
題
の
性
質

^

贺
勿
な

y

で
之
を
搋
睐
に

f

- L
t

.居 

々

破

す

。

蚤
办
，が

大

變

に

間

違

を

起

す

基

で

あ
{

ま

す

。
@

ア
«

'°

菌
民
經
濟
講
話

)
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杈
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狡
の
言
を
腊

6

來
れ
ば
實
に
衣
の

都

含

も

の
あ
.
b

。

此
; M
^

は
«;

濟
學
に
於
て
從
來
硏
究
せ
ら
机
發
見
せ
.ら
れ
た
石
现
論
又
は
法
肋

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

食
す

«

V

®

く
排
刺
す
る
止
狀

.

考
て
，

_

潘
肊
功
あ
る
事
決
し
て

S

定
す
可
か
ら
ず
と
摩
、容

. 

る
し
難

^

は
此

#

分
の
甚
だ
非
論
理

.

專
.

恣
に
し
て
、理
論
全
體
ゼ
ム
て
各
麗
濟
眾
位
の
私
經 

掏
猶
努
力
を
源
動
力
：

.

と
し
.て
複
雜
多
欉
な
る
諸
現
象
を
展
開
し
來
る
國
民
經
濟
生
活
の
眞 

湘
；を
顧
明
す
石
之
と
能
は
：ざ
る
の

一

點

な

ち

*
濟
猓
論
は
其
钓
容
を
生
產
論
交
換
論
分 

■ «

蕭
消
费
論

^

' m

分
す
れ
ど
も

-

純
#

た
る
：技
術
的
過
避
を
除
付
ば
生
遮
以
外
に
分
配

‘

な
く
。
 

生
.

避
.

分
配
と
相
對
し
て
別
に
之
で
龅
立
す
べ

&

交
換
衣
る
猶
程
游
す
る

Z
ヾ

」

な

L
0

生
產 

毛
、厕

W

分
«

も
'

其
實

«

は
'

观
#

羸
韻
: *

i

o

,

®

. L
y

交
換
は
常
に
，一
方
に
所
得
羸
得
他
方 

に
於
て
姑
所

#

投
用

. 0

形
態
劈
ム
く
は
過
程

 ̂

r
u
r c

め
外
之
を
了
解
す
可
か
ら
ず
。
少
し

く

- #
綳
杧
之
を

.

®
か

.ふ

l
i

.

.

.. 

: 

• 

•

今

R

必
掘
售
社
龠

it
於
て
生
避
似
常
杈
營
利
の
手

段

V」

ム
て
府

-

れ
、又
營
利
の
手
设

S

-.
L

て
の
み

r r

は
る
o
.
,

觸
I

企
業
家
が
營
利
め
鎵
め
に 

.

之
1 :

行

ふ

の

み

多

ら
^

所
謂
生

_

逄
要
'

素
の
所
有
漭

(

驰
注
、資

本

家

；及

が

勞

働
-.
0

所

有

*

^

名 

勞
«

 

f

篇
利
の
目
的
を
以
て
之
に
參

.
加
す
。年
赂

)

。
其
成
果

0

煳

ち

賃

銀

地

代

利

子

-の 

形
^

淤
け
る
所

■

め
濺

#

な
b

。

而
む
て
成
果
枕
彼
等
が
雕
一
の
目
，
な
り
。
知
る
可
し

'
 

生
M

は
常
に
企
業
家

#

通
S

主
及
び
資
本
家
凡
て
の
爲
め
の
舊
利
の
手
段
と
し
て
衍
掂
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f
l
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六
西)

'
論

.說
：

藝

原

理

四

分

法

の

辨

,

银

i

裔

.

れ
而
し
て
純
傑

^

る
技
術
的
過
程
を
除
け
ば

^

:

始
交
換
な
る
社
兪
的
過
程

—

に
於
て
テ
は

る
.

、
事

を

。
：

「

營

利

，の

I

手
段」

。':

是

れ

交

易

經

濟

社

會

に

於

け

る

生.

產

の

位
©

な
り
。

(

中
1

0

S

て

生

產

論

^

相

.對

立

せ

|し
.め

ら

る

、

は

分

配

.論

な

る

が

、今

日

分

配

論

の

標

題

の

下

に

論

せ

ら

る

、

所

は

所

得

論

に

し

て

：
，
：

：

•利
.潤
、利

子

、地

代

、賃

銀

に

關

す

る

理

論

此

卞

に

於

て
硏

究

せ

ら
■

る
。：

.

.
 

•
.

乍

：併

所

得
論

に

名

く

る

に

分
配
な
る
文
字
を
以
て
す
る
は

果

し

ー
て
當
を
得

.-
7
^
6
や
。

会
は
否
と
答
ふ

.る
に
躊

_

せ
ざ
る
も
の

な

-v
。

今

日

所

得

形

喷

は

.>

配

と

'®
す

る

に

ふ

3

は

し

き

、過

程

に

於

て

行

は

る

へ

事

な

し

。

自

然

經

濟

社

會

又

は

共

産

主

_

の
撤
俞
に
於
て
は
財
の

「

分
配

」
行
は
る
れ
ど
も
、交
易
經
濟
社
會
に
於
て
は
分
配
な
さ
を

特
色
ぐ
す
。.
所
得
は
一
分

配

せ

ら

れ

ず

し
て
有
償
的
に
獲
得
せ
ら
る
。
分
配
に
非
ず
し
て
交

換
な

t

企
業
家
は
商
品
：の

®

格
と
费
用
ビ
の
差
額
を
利
潤

ど
し
て
收
む
。

何
の

分
配

か

之

あ

ら

ん

。
：
.

.

.

.•，•資
本
家
の
利
子
を
收
む
る
、地
主
の
地
代
を
收
む
る
、何
れ
か
等
し
か

ら

ざ
る

も
の
な

し
。：
：
：
：
：

さ

て
消
戮

S&
は
何
を
諭
す
ベ
き
か
。

消
锻
ビ
は
財
を
欲
蕻
滿
足
の
用
忙
供
す
る
事
即
ち 

享

樂

を

意

味

す

。

然

れ

ど

^

享

樂

を

の

* .
は

®

濟

學

の

取

扱

ふ

可

&

問

題

に

#

ず

。
•
：

：

：

經
濟
學
は

.享

.樂

が
.投

费

を

，
促

が

す

限

.|
>
:
に

於

て

の
み
、即
ち
：今
日
.の
經
濟
社

#

に
於
て
は

#
 

人

か
或
る
享
樂
の
爲
め
に
耿
て
所

#

の
一
部
を
割
て
投
ず
る
限

 

>
に
於
て
の
み
之
を

U

4
 

ビ

す
。
‘
:

:

•

…
…

然「

れ
ば
經
濟
學
が
硏
究
す
可
き
消
費
は
»
の
消
墟
に
ぁ
ら
ず
し
て
云
は 

く

所
得
の
消

®

な
ぅ
。

'
享
樂
そ
の
者
に
非
ず
し

V

享
樂
の
爲
め
に
所

#

0
球
部
分
を
投
ず

今 

一
o

の
不
合
理
は
交
換

1論

?:
生
库
論
分
配
論
と
並
立
せ
し

.め、人
を
し

r
動

4
す
吖

^

生
：產、分
配
の
外
に
之
ビ
相
對
す
可
き
交
換
な
る
過
程
稃
す
か
の
如
く
諛
解
せ
し
む
る
こ
と

f e

な

り

A

日五ロ

^

が
交

^

i

r

m

て
學
ぶ
最
®
要
な
る
も
の
は
市
場
及
惯
格
に
關
す
る

:

理：論
な
る
が
交
換

|̂
;
_場：價
格

_

を
所

#
.の
蠃
得
ど
引
離
し
て
論
ず
る
は
容
る
す
可
か
ら
ず
。

純
然
た
る

.對
自
然
の
場

‘合
；を

除

け

：ば

有

ゆ

る

經

濟

生

、活

上の

行

爲

は

常
に

IT
-
-

こ
^

、
て
、交
、

換

の

形

式

に

於

て

行

は

れ

、凡
て

こ

..の

所

得

はi

い

0
形
成
せ
り
る
。
勞
動
は

in

，場
：

提
供
せ

&
れ
、價
格

V
J

し
て

®

鈒
は
支
拂
は
る
。
資
本
の
場
合
に
於
て

V
然

6 
土
地
の
«
命 

に
於
て

A

亦
■其
.理
は
與
る
事
な
し
。

云
々
。

以
上
は
四
分
法
攻
擊
論
の
要
旨
.を
福

田
、小
泉
兩
敎
授

の
所
說
の
 

一
S

ょ
り

借

ぅ
來
办
た
る
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號

六

六
 

も
の
に

.しV
、

而
し
て
典
故
ら
に
之
を
此
處
に
借
ぅ
來

6

た
る
は
、四
分
法
攻
擊
論
の

la
據
が
兩 

敎
授
の

W

說
に

.於

.て
殊
に
明

»

な
.る
も
の
あ
る
が
爲
め
に
外
な
ら
ざ
れ
ば
、是
を
知
る
は
即
ち 

1

般
に

^L

分
法
欢
擊
論
，

.の
；迎

由

を

知

る

所

以*.
ぅ

V
J

し
.て
、军

ら

に

他•の
語
を
以
て
之
を

W

說 

す
れ
ば
、其
意
は
、四
分
法
の
非
な
る
所
以
は
其
が
交
易
經
濟
場
裡
に

®

1
1

し
來
る
祓
雜
多
欉
な 

6
.
0
現
象

5r
論
鄕

「

的
に

|®
明
す
る
に
见
ら
ざ
る
點

.に
在
ぅ
て
、而
し
て
此
點
に
於
け
る
缺
點
が 

直
ち
に
四
；分
法
排
斥

:0
_

由
ゼ
：な

{

得
る
所
以
の
も
の
は
、又
た
實
に
經
濟
，原
理
本
來
の
任
務 

が
多
姿
多
能
な
る
經
濟
现
象
を
因
粜
的
に
剛
明
，す
る
に
存
す
る
が
爲
め
に
外
な
ら
ず
ビ
謂
ふ 

に
あ
り

V
J

耥
し
将
可
し
。
吾
人
が
常
に
私

か
，に
以

て
、四
分
法
攻
擊
論
の
根
據
は
、之
を
究
極
す 

れ
は

|

般
に
其
因
架
的
見
地
に
歸
着
す
る
を
發
見
す
べ
し
と
爲
す
は
、即
ち
是
が
爲
め
な
る
が
、
 

今
*

見
地
に
立
ち
て
之
を
見
れ
ば
如
上
の
攻
擊
論
は
誠
に
其
當
を
得
た
る
も
の
に
し
て
、是
が 

矢
而
に
立
ち
四
分
法
の
爲
め
：に
陳
：辨
す
る
は
、事

»

る
困
_
な
办
ビ
謂
は
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に 

似
た
り
。
藍
し
此
見
ヾ
地
ょ
ネ
し
て
之
を
看
れ
ば
、四
分
法
の
其
罔
的
に
適
は
ざ
る
も
の
あ
る
は
、
 

正
‘ 

S
に
論
者
の
，言

.

.の

如

く

：に

し

：て''
'其
：銳
錄
に
は
一
點
の
間
隙
だ
に
存
す
る
乙
と
な
し
ビ
謂
ひ 

辟
可
け
れ
ば
な

i

而
し

<

0

ら
に
四
分
法
攻
擊
論
の
見
地
其
も
の
を
取

i

て
之
を
檢
す
る

も
、吾
入
は
遽
か
に
其

©
.

猶
：：

の
，
甚

だ

大

な

る

も

の

あ

る
を

疑

a-
得
ざ

る
な

ぅ
。

其
故
は
も
と

i
 

見
地
は
龃
雜
繊
小
な
る

«

察
0

上
に
大

脆
な
る

猶
論
を
築
さ

£

を
M
f

f

l

M
則
ビ
し
て

T
?

 

容
な
る
經
濟
现
象
を

.律「

せ
ん

w

せ
る
、言
は
セ
行
き
過
ぎ

た

るg

み
の
餘
弊
に

堪
ゆ
る
能
は

す
、
 

敢
然
自
ら
起
ち

v
:

蒂
等
は
先
づ
忠
實
な

:

る
事

*

の
：蒐

集
2

心
綿

密
な
る
«
樂
者
の
態
度
を 

以
，
.て
始
め
、是
等
事
象
間

^

存
す
る
因
果
關
係
を
阆
明
す

る
を

以

y

自
已

の
任
.ど
な
す
冷
靜
な 

る

科
學
者
の
態
度
を
以

て
終

ら
ざ
る

可
か
ら
ず

^
な

す
眞

率
な
る

學
者
の

眞
率
な
る
主
張
よ 

◊

4

1れ
出
で
た
る
も
の
と
解
す
可
き
に
し
て
、其
齎

ら

せ

る

.所
の
效
果
は
、動
も
す
れ
ば
事
實
に 

& 

& 

:1.

#
象
空

|の
_

儆
論
た
る
に
了
ら
ん
と
す
る
危
地

■よ

^
V

M濟

M

现
を
拯

a

て
、
^

S 

 ̂

«
科
學
の
ニ
た
る
に

.近
き
性
質
を
有
せ
し
む
る
に
至

6

/2
ぅ
ビ
稱
し
得
可
け
れ
ば
な

6
。

然
れ
ど
も
之
ビ
同
時
に
、罟
人
は
四
分
：法
攻
擊
論
潜
の
見
地
が
事
の
凡
て
に
あ
ら
ず
、從
つ
て 

K

见
地
よ

6

觅
て
以
て
非
な

!

な
す
も
の
、必
し
も
四
分
法
論
：客
の
見
地
よ

6

見
て
以
て
是 

な
公
，
な
す
も
の
を

®

す
に
足
ら
ず
と
謂
は
ん
と
欲
す
。

S

し
吾
人
を
以
て
之
を
見
れ
ば

、
g
 

,

分

法

論

客

に

は

：四
分
：法
論
.

者
：自
ら
.

の
.
見

地

，あ
h

て
、其

見

地

よ
6

す
れ
ば
四
分
法
は
必
し
も
不 

.
當
不
合
理
な
る
赌
分
法
ビ
し
て
目
せ
ら
る
可
き
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、却
つ
て
其
自
ら
を
正
常 

f

 

i
 

(

六
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論
' 

說
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Q

六
5

:

猫
紋
鲆
濟
似
理
四
分
法
：の_辨

 

游：
s

.

A*
A 

視
せ
し
む
る
に
足
る
一
系
の
論
理
的
基
據

?r
有
す
る
も
の
と
稱
せ
ら
る
可
き
性
質
の 

れ

ば

な

り

。
ノ

 

：

然
ら
ば
四

分

：法
論
考
自

&

の

見

.地

と

は 

せ
し
む
る
に
足
る
論
理
的
极
據
と
：は
果
し

0 

.
.

四
分
法
は
一
般
に
ジ

.H 

I
ム
ス
：
、、ル
に 

見
：地

を

正

し
く

知

ら

：ん

と

欲
せ
ば
、又

た

®

.

.を

.

.明

'̂.レ
來
る
..：
.
を
，以
て

.

最
：も，
'

適
.

當
：ビ.す

^
 

が：®
濟
學

を
如
何
に

解
せ

し
や
を
語
ら
し

て 果  

如 し  

何 て  

な 如  

る 何  

も な  

の る  

な 見  

h 地
や に

° し

x

四、

分

法

を

も

t

正

當

視

創

^

る
と

し

て

知

ら

る

.。

然

れ

ば

四分

法
®

^
の 

ち

に

ジ
土 

I
ム
ス
.ミ
ル
に
溯

6
,て
、彼
0

ら
の

見
地 

し

。::
然

ふ

に

彼

の

.
馬

地は
、先
づ
彼
自
ら
を
し
て
彼 

め
、然
る
後
に
彼
の
子
ジ
ヨ
ン

.ス
チ
ユ
ア
ァ
ト
.ミ
ル
を 

し
て

此
#

の
解
釋
を
批
評

せ

し

め

、斯
ぐ
て

父
子
互
に
切

達

琢
磨

す
る

»

間

に
就

き

て

、之

を

#
 

取
し
來
る

を

以
て
最
も
便
利
と

す

可
し
。
蓋
し
斯
ぐ

す

る
と
き
は
、

«

ギ3
に
^
て
は

#

人

の

.
a
 

辨
^

煩
は

さ

る
、

こ

W

な
ぐ
し
て
、

直
ち
に
大
家
の
：門
に
詣

ぅ
て

其
說
を
質
す
の
利
益

V」

寧

<
 

可
ぐ
、而
し
て
吾
人
に
在

:!
)

て
此
點
に
關
す
る
自
己
の
斷
案
が
必
し
も
何
等
の
极
據
な
き
一
家 

言
R

あ
ら
ざ
る
を
最
も
簡
便

に

立
證

.し
得
る
の
利
益
を

.收
め
得
可
け
れ

d'
'

t
,
9。

然

.ぅ
然

ら
ば
ジ

H 

I
ム
ス

•…

ル
は
經
濟
學
を
如
何
に
解
せ
し
や
。
彼
の

^
E
l
e
m
e
n
t
s

 

o
f poli

tical E
C
O
§

m
y

 

の
開
：卷
第
ー

.，頁
ば

.左
、の
如

之
を
語
る
。

political 

E
c
o
n
o
m
y

 

is 

t:o:the..

ソ.state, 

what: 

d
o
m
e
s
t
i
c

 

e
c
o
n
o
m
y
,

 is 

t:o 

die. family..

..................
^
0 

fa
m

ily

 

c
o

n
su

m
e

s)  

a
n

d
:  in

..  o
rd

e
r,  to

 

c
o

n
s
c
m

e
j  

irtm
u

st  

o
b

ta
in

:S
U

P
D

JV
,.

: 

:

:

;.:
.

.

:

:
 

: 

.

.:

. 

-

D
o
m
e
s
t
l
c

;<T
)
c
o
n
o
m
y

 

has, 

t
h
e
r
e
f
o
r
e
'
t
w
o

 

g
r
a
n
d

 

objects : the c
o
n
s
u
m
D
t
i
o
n

 A
n
d

 s
u
p
p
l
y

 

c
f the 

family. 

T
h
e

 

c
o
n
s
u
m
p
t
i
o
n

 .beirig 

a

 

quantity 

a
l
w
a
y
s

 

indefinite) 

for 

there 

is 

n
o

 

e
n
d

 

to 

aesire 

c
f eI:joymst,the 

great 

c
o
n
c
e
m

 

is to 

increase 

the 

supplv.

.

.

.

.

 

_ 

!
. 

•

 

•
.

-

.
 

,

 

...

T
h
e

 

s
a
m
e
’ls 

the 

case—
w
i
t
h

 

P
o
K
t
i
c
a
i

w
o
o
n
o
m
y

 .
I
t

 

a
l
s
o

.
 h

a
s

 

t
w
o

 

g.rand 

objects, 

t
h
e

.
 c

c
n
s
c
m
D
t
i
o
n

:
. 

.

.

.

. 

' 

.

. 

.

of* the 

c
o
m
m
u
n
i
t
y
,

 

a
no,1:hat 

s
u
p
p
l
y

 

u
p
o
n

 

w
h
i
c
h

 

the 

c
o
n
s
u
m
p
t
i
o
n

 

depends. 

X 

X 

X 

H
a
d

 

all 

things 

desired 

for 

c
o
n
s
u
m
p
t
i
o
n

 

b
e
e
n

 

f
o
u
n
d

 

w
i
t
h
o
u
t

 the 

intervention 

o
f h

u
m
s

 

labour, 

the 

Science 

ot 

political 

K
c
o
n
c
m
y

 

w
o
u
l
d

 

n
ot 

h
a
v
e

 

existed. 

.
N
o

 

science is i
m
p
I
i
e
d
i
n
p
u
t
t
i
n

crQ
f
o
r
t
h

 

the 

hand, 

a
n
d

 

using. 

"
W

 hen., iab

oiur;

.
 h

o
w
e
v
e
r
,

 

is to b
e

 e
m
p
l
o
y
e
d
,

.
 and. the 

objects 

o
f

 desire 

c
a
n

 

b
e

 

BldtiDiied 

o
n
l
y

 

b
y

 

a

 

preconcerted 

p
l
a
n
o
f

 

operations, 

it 

b
e
c
o
m
e
s

 

s 

object 

of 

.importance 

t:o 

ascertain 

b
v

 

w
h
a
t

...

.!.
-

.*
-

 
.

 .

 .

 

.

,

.

 

'■

 

.

..nlcalis 

t
h
e
y

 

m
a
y

 

b
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greatest 

.
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■
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n
d
a
n
c
c
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ve!
7es) 

w
h
s

 

m
a
d
e
'
t
o

 

f
r
a
m
b
k

 

s
yst

em 

of.ruies

.
 skillfully 

a
d
o
p
t
e
d

 

to 

tiie 

end.

i

の
國
家

^

於
け
る
は
、猶
ほ
家
政
の
一
家
に
於
け
る
が
如
し
。

一
華
は
洋
舞
す
。

IT
I
し
て
消
费
せ
ん
が
爲

•め
に
は
、其
は
供
給
を
得
ざ
る
可
か
ら
ず
。

故
に
家
政
は
ニ

.

*對
象
を
有
す
。

j

家
の
消
费

V
J

供
給

V
J

は
即
ち
是

5

ぅ
。

(

然
か
も

)

消
®
 

は
^

讀
の
願
望
に
.終
止
す
る
所
な
含
の
故
に

-
因
ぅ
、常
.に
一
個
無
限
の
量
た
れ
ば
、大
ひ
に
重

M 

.な
る

.

は
供

.給

を
#

加
.

す
'
:

る
'

^
.,あ
り
。
.：

W

の
»
•濟
に
，
.關
.す

る

亦
た
然
り
。
經
濟

も

亦
た
ニ
個
の
大
な
る
對
象
を
有
す

0

社
会
の

®
 

•f
と
典
消
舞
の
依
據
す
る
彼
の
供
給
と
は
即
ち
；是

.な

>9
0
,…

…

：…
…

消
费
の
爲
め
に

f
f
im 

せ
ち
る

.、
凡
て

」

の
物
が
、人
間
勞
カ
の
仲
介
を
俟
た
ず
し
て
供
せ
ら
れ
た
り
し
な
ら
ん
に
は
、經 

濟
學
は
成
立
せ

H- 

b
,し
な
る
可

し

0

如
.何
，な
る
科
學

‘も
、享
け
ん
が
爲
め

R

手
を
差
出
す

Z
ど 

や
、使
用
す
る
こ
ど
の
中
に
は
：包
念
せ
ら
れ
ざ
る
な

t

然
れ
ど
も
勞
力
の
使
用
せ
ら
れ

ざ
る 

可
か
ら

'

さる
時
、及
び
願
盟
の
對
象
が
豫
定
せ
ら
れ
た
る
作
業
計
叢
に
依
り
て
の
み
坶
加
せ
ら 

れ
Z

ィ
7

も
の
な
る
沿
に
は

:1
-
-
\ヵ
如
何
な
る

^

段

を
以
て
す
れ

«

*

大

の
安

易
を
以
て
、即
か

も 

f l
f

大
- f
r

6
生

#

せ
ら
れ

.

得
■

可
■ &

か
を
究
め
、而
し
て

 

一
ff
i

究
め
ら
れ
た
る
诗
は
、此
發
見
こ
某

き
そ

_
巧
み
に

.

目
的
に
適
合

_

甘
る

.

一
系
の
規
則
を
編
制
す
る

Z

も

ー
個
蜇
婴
な
る
事
象
た
る
に

f

 )

o : 

.

而
し
て
此

1 :

屍
«

に

對
す
る
ジ
ョ
ン

‘
ス
チ
ユ
ァ
ー
ト

•ミ
ル
の
批

W

は
實
に
左
の
如
し

T
h

e

 

d
a

n
itlo

n

 

m
o

s
t  

g
e

n
e

ra
liy

 

re
c
e

iv
e

d

 

a
m

o
n

g

 

in
s
tru

c
te

d
-p

e
rs

o
n

s
\

a
n

d

 

la
id

 

d
o

w
n

 

in

 

th
e

 

0
0
B

B
0
I

n
c
e

m
e

n
t  

o
f  

. m
o

s
t  

o
f  

th
e

 

-p
ro

fe
s
s
e

d
-tre

a
tie

s
e

s

 

o
n

 

th
e

 

s
u

b
je

c
t,  

is

 

to

 

th
e

 

fo
llo

w
in

g

 

^

0 ̂
.._________________________________
H
h
a
rt-

P
o

litic
a

l  

E
c

o
n

o
m

y

 -in
fo

rm
s

 

u
s

 
o
f th
e

 

la
w

s

 

w
h

ic
h

 

re
g

d
a

te

 

th
e

 

p
ro

d
u

c
tio

rv
d

is
trib

u
tio

lv

 a
n

d

 

c
o

n
s
u

m
p

-  

tio
n

 

o
f  

w
e

a
lth

.  

T
o

 

th
is

 

合

M
t
io

n
.

亡 

fre
q

u
e

n
tly

 

a
p

p
e

n
d

e
d

 

a

 

fa
m

ilia
r  

illu
s
tra

tio
n

.  

P
o
l
i
t
i
c
a
l

 

E
c
o
n
o
m
y
,

 ̂

 ̂

 ̂

^
 

^
o
^
^
n
-
^
n
o
§
£ 

 ̂

t
h
e

 

f
p
m
i
T
,

.

 

.

.

.

.

.

. 

' 

.■ 

■ 

i 

 ̂

.

.

h
^
s 

d
e

fin
itio

n

 

is

 

fre
e

 

fro
lil.  th

e
'  

fa
u

lt  .w
h

ic
h

 

w
e

 

p
o

in
te

d

 

o
u

t  

in

 .th
e

:  fo
rm

e
r  o

n
e
.  

It

 

d
is

tin
c
tly

 

-
ta

k
e

s

 

n
o

tic
e

r+
ha
t 

P
c

iit
ic

a
iE

c
o

n
o

m
y

 

is

 

a

 

s
c
ie

n
c
e

 

a
n

d

 

n
o

t  

a
n

 

a
r

t
:  

X 

X 

X 

X 

x

 

x

B
u

t  

th
o

u
g

h

 

th
e

 

d
e

fin
itio

n

 .iv

 w
ith

 

re
g

a
rd

 

to

 

th
is

 

p
a

rtip
u

ia
r  

p
o

in
t,  

Im
o

b
je

c
t
io

n
a

b
F
s
o

 

m
u
c
h

 

c
a
n

 

.
s
c
a
r
c
e
l
y

 

b
e

 

s
a
i
d

 f
o
r

 

t
h
e

 

a
c
c
o
m
p
a
n
y
i
n
g

 

一&
o
h 

ra
th

e
r  

se
n

d
s  

b
a

c
k

 

th
e

 

m
L

d

r+
o 

th
e

 

c
u

rre
n

t  

o
o.
s
e 
■
 n

o
tio

n

 . 
o
f 

p
o

litl

'oa
l  ..E

c
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n
o

m
y

 

a
lr

e
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d
y

CLis
p

o
s
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d

 

o
f.  

. P
c
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a
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K
c
o

n
o

m
v
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re
a

liy

 

a
n

d

 

is

 

sta
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d

 

.m
.th
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d

ftn
itio

n

 

t
o
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*
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s
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e

;
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c 
叶 

h
o
B
g
w
a
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c
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m
y
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四

分
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第
.
5
 

b
q

to 

P
i
l
p
i
e
v
l
s

 

a
n

 

s

.
':
I
t consists 

o
f

 

rules, 

o
r

 

m
a
x
i
m
s

 

o
f p

r
u
d
e
l

 

for 

k
e
e
p
i
n
g

 

the 

family 

r
e
g
u
l
a
n
y

 

supplied 

w
i
t
h

 

w
h
a
t

 

its 

w
a
n
t
s

 

require, 

a
n
d

 

securing, 

w
i
t
h

 

a
n
y

 

giv
e
n 

a
m
o
u
n
t

 

o
f

 m
e
a
n
s
,

 

the 

greatest 

possible 
quantity 

o
f

 physical c
o
m
f
o
r
t

 a
n
d

 e
n
j
o
y
m
e
n
t

 

U
n
d
o
u
b
t
e
d
l
y

 t
h
e

creneficiai 

^

穿 

great 

P

H

 
卷

/<s
>
.
s
f

 

o
f
 p

l
c
a
r

 E
c
o
n
l
v

 

w
o
u
l
d

 

b
e

 

to 

a
c
c
o
m
p
l
i
s
h

 

for 

如 nation 

s
o
m
e
t
h
i
n
g

 

like 

w
h
a
t

 

t
he 

m
o
s
t

 

perfect 
dom

e
s
t
i
c

 

e
c
o
n
o
m
y

 

a
c
c
o
m
p
l
i
s
h
e
s

 

for 

a

 

single 

h
o
u
s
h
o
l
d
; 

b
u
t

 

s
u
p
p
o
s
i
n
g

 

this 

p
u
r
p
o
s
e
j
e
a
h
s
e
d
,

 

there 

w
o
u
a
b
e

 

the 

s
a
m
e

 

difference 

b
e
t
w
e
e
n

 

the 

rules 

b
y

 

w
h
i
c
h

 

it 

m
i
g
h
t

 

b
e

 

effected” 

a
n
d

 

Political 

E
c
o
n
o
J

 

w
h
i
c
h

 

there 

is 

b
e
t
w
e
e
n

 

the 

art 

o
f

 

g
u
n
n
e
r
y

 

a
n
d

 

the 

t
h
e
o
r
y

 

o
f

projectiles, 

ô
. ^
^

1

3
 

^
 
H
t 

k
n
d
-
s
u
r
v
e
y
i
n
g

 

a
n
d

 

the 

science 

o
f tr

i
g
o
n
o
m
e
t
r
y

 

...etc,

-Definition 

a
n
d

 M
e
t
h
o
d

 

of Politcal 

.
E
c
o
n
o
m
y

 p. 

1
2
4
—

r26.

.(

敎
養
ぁ

る
人
士
問
に
.最

も
普
く
認
容
せ
ら
れ
且
つ
此
主
題
を
取
扱

ふ
と

公
言

す
る

論
文
の 

大
多
'數
の
破

®

に
置
か
る
 

定
義
は
次
の
如
き
趣
旨
の
も
の

な
K

v

.

i

l

經
濟
學
は
當
の
生
產 

分

配

及
消
嫂
を

«

,整
す
る
爾
法
則

を
五
n
A
.に
"敎
ゆ
る

も
の

な
ぅ
。

此
定
義
に
は
屢

H

HV
周
刈 

の
へ
例
解
添

加
せ
ら
る

0

日
く
經
濟
の
國
家
に
於
け

る
は
家
政
の

,1

家
に
於

け
る

が
如

し
ビ
o 

此
定
義
は
吾
人
が
前
き
の
も
の
に
於
て
指
摘
せ
る
缺
點
よ
う
免
か
る

o

蓋
し
其
よ
明
か

こ

經
-濟
學
は
學
に
し

V

術
に
あ
ら
ざ
る
に
注
意
す
れ
ば
な

A
V
O
..
.
.
.

:
然
れ
ど
も
此
定
義
は

此
特
殊
の
點
に
關
し
て
こ
そ
：之
を

#

難
し
難
け
，れ
、其
之
に
伴
ふ
例
解
に
對
し
て
は
然
か
言
は 

れ
得
る
の
餘
地
殆

/^
ど
あ
る
こ

w

な
.
S
:も
の
た
る

a

ト
。
藎
し
此
例
解
は
旣
に
論
破
し

T

れ 

る
世
間
普
通
の

^

淡
た
る
經
濟
學
概

_念
.に
注
意
を
囘
送
す
れ
ば
な
り
。
經
濟
學
は
誠
に
ー
概 

の
學
に
し
て
而
し

.て
學
た
る
こ
.ビ
定
義
中
に
說

述
せ

ら
る
。
然
れ
ど
も
家
政
學
は
、其
が

«

個 

の
原
理
原

則

に
®

f

ら
れ
得

k
>

限
ぅ
は
、一
個
の

術

た
る
な

ぅ
。

家
政
學

は

常
に
規
則
正

.

し 

く

一
 

家
に
供
す
る

.

.に

其
您

0

の
需
，
む
.

る
も
の
を
以

V

し

11
つ 

一

$

量
の
手
段
を
以
て
肉

|1
的 

快
逾
ど
慰
樂

と
.：

の
可
及
的
最
大
量
を

«

保
：せ
ん
が
爲
め
の
规
則
、若
く
は
深
慮
の
格
律
ょ
り
成 

る
.
.も
の

®

り
。

經
濟
學
の

.有
：：

益

な

る

結

果

、廣

大

な

る

實

際

の

應

用

は

、最

も
完
全
な
る
家
政
寧 

が
一

個

の
家
庭
の
爲
め
に
成
就
す
る

V
J

等
し

♦

も
の
を
、一
國
民
の
爲
め
に
成
就
す
る
に

あ
る 

な
ら
ん
は
疑
を
容
れ
ざ
る
所
な

6

。
然
れ
ど
も

•

假
ぅ
に
此
目
的
實
現
せ
ら
れ
た

&

と
す
る
も
、
 

其
が
賴

h

て
成
就
せ
ち
る
可
き
規
則
ど
經
濟
學
と
の
問
に
は
、砲
術

w

彈
道
學
理
論
と
の
問

 

>苕 

く
は

®

:

理
的
測
最

« :

と
三
巧
法
；と
の
間
：に
存
す
る
相
違
と
同
じ

.

相
違
の
：存
す
る
も
の
あ
る
を 

n
y u

ん
な
 

6

)
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號

b
u
.

埒
ち
ジ
ョ
ン
•ス
チ
ユ
ァ

i

ト
•ミ

ル
は

父
な
る
ジ
ユ

I

ム
ス
•ミ

ル
の
所
說
を
評
し
て
、

經
濟
學 

救
し
誠
に
大
人
の
言
の
如
く
な
り
と
す
れ
ば
、其
は

I

に
あ
ら
ず
し
て

I

犮
る
に
外
な
ら
ず
と 

lH 

メ
湛
に
し
て
顶
し
て
其
げ
訊
學
と

術

ヒ
の
別
に
就
て
は

cooience 

is 

a 

collection 

o
f

 truths 

,
 art. 

a

 

b
o
d
y

 

o
f rules, 

o
r directions 

for 

c
o
n
d
u
c
t

 

T
h
e

 

I
s
g
n
a
g
e

 

o
f

 science 

isr This 

is, 

o
r
. This 

I
v
g
t
: 

This 

does, 

o
r does 

g
t
v
p
p
e
n
.

 

.
 T

h
e

 l
a
n
g
ua
ge o

f

 art 

is. 

D
o

 

I

: 

A
v
o
i
d

 that. 

Science 

takes 

cognizance of 

a 

p
h
e
n
o
m
e
l

 

3

l

o
§
 

& 
l
a
w

 

; 

art 

I
p
o
s
e
s

 to 

I

f 

s end, a
n
d

 

looks for 

m
e
a
n
s

 

to 

effect It. 
I

 Definition 

a
n
d

 m
e
t
h
o
d
,

 of Poiitical 

E
c
o
n
o
m
y
.

 

R

 

1
2
4
.
(

科
學
は

l

JI
の
集
合
こ
し
て 

柳
は
行
爲
の

M

M

於
ぐ
は
指
令
の

'

I
體
な

t

科
學
の
言

’語
は
、此
は
斯
く
あ
り
、又
は
、此
は
斯 

く
あ
ら
ず
。
此
ば
斯
く
生
起
す
、ヌ
は
、此
ば

»

く
生
起
せ
ず
ビ
云
ふ
に
あ
り
。

’

秫
の
言
語
は
斯
く
爲
せ
、其
，を
避
け
ょ
、ど
云
ふ
に
あ
り
？：
科
學
は
瑰
象
を
認

■

し
て
其

法

則

 

を
發
見
せ
ん
と
：努
む
。：
術
は

.自
ら

:1:

個
の
.因
的
を
目
指
し
て
之
を
成
就
す
可
き
手
段
を
探
求 

又
、)

ビ
云
ふ
が
故
：に
、結
局
彼
の
意
は
、ジ
ユ

1

ム
ス
ン
ミ
ル
は
諸
稱
の
經
濟
現
象
に
就
き
其
問
に 

存
す
る
因
梁
の

■理

法

を

卿

：明

し

來

：る
：
こ
；
と

其

自

體

を

以

て

、直

ち

：
に

.經

濟

學

硏

究

の目
的

と

せ 

ず

墙

時

の

他

の

：，學

者

ビ

等

し

く

如

何

に

し
て

.

國

富

を

增

加す
べ

き

.

や

ビ

云

ふ
間
題

を
中
心
ビ

し
て
斯
學

.

の
硏
览
に
從
事
せ

.

る
..
激
な

P
/
0

ふ
’

K

あ
办
ビ
推
し

#

可
く
し
て
吾
人
の
#
成
を 

咨
ま
ざ
る

と
こ
ろ
な

り
。
然
れ
ど
も
彼
の
如
く

」

を
學
ビ
吧

び
他
を
術
ビ
獬
す
る
は
、

K

か
彼 

の
.解

意

を

以

て

す
る
も
、
獨
ほ
語
弊
の
存
す
る
も
の
あ
り
て
、ジ
？

一

1
ム
ス
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